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要 旨  

  

背景と目的：アルコール使用障害（AUD）の新規治療法の開発を目的とした初期段階の臨床研究にお

ける課題の一つは、登録された参加者が大酒飲みであるにもかかわらず、AUD の治療を求めていない

ことである。Brown 大学で実施された 4 つのヒトラボラトリー研究のアルコール依存症患者（N = 

240、男性 65.4％）と多施設で実施された COMBINE 研究のアルコール依存症患者（N = 1,383、男性

69.1％）を社会人口統計学的変数とアルコール関連臨床変数で比較し、2 つのサンプルを有意に差別

化する変数が COMBINE の 3 つの主要な臨床転帰（再発までの期間、禁酒日数（PDA）、良好な臨床転

帰）を予測するかどうかを評価することを目的とする。 

方法：サンプルの特性は、パラメトリックおよびノンパラメトリック検定により評価した。3 つの 

回帰モデルを用いて、異なる変数と COMBINE の 3 つの主要な臨床転帰との関連を測定した。 

結果： 非治療者は治療者と比較して、民族的に多様で、教育水準が低く、独身で、パートタイムま

たは無職であった（p's < 0.05）；DSM-IV の AD 基準を満たす者が少なく、アルコール関連の尺度の

スコアが有意に低かった（p's < 0. また、ベースライン前の 30 日間における総飲酒量、1 日あたり

の飲酒量、多量飲酒日（HDD）、PDA の低下が有意に多かった（p＜0.0001～＜0.05）。ベースラインの

30 日前に HDD が多いことは、3 つの COMBINE の臨床結果のすべてを予測した。また、教育水準、発

症年齢、罹患期間を除き、2 群間で有意差のあったその他の特性は、COMBINE の 3 つの臨床転帰のう

ち少なくとも 1 つを予測した。 

結論： 

今回観察されたグループ間の違いは、AUD の新しい治療法を開発するための様々な段階での参加者

募集において考慮されるべきである。 

 


